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活動目的

l手入れがされなくなった山林を、間伐を主な業務として整備し、ハイキングの
町にふさわしい景観を持つ里山にする。

l上野地区峰山の町有林を整備し、毛呂山町、鶴ヶ島市、坂戸市で行われている
「里山サポート」を越生町に作り、子どもが遊べる森にする。

lきらめ樹イベントを通じ、子どもたちに山への関心を持ってもらい、森を守る
ことの重要性を考えてもらう。さらに都会との交流を図り、町の魅力、山の魅
力を発信し移住へと繋げる。

lSDGsの観点から教育現場、企業、行政が一体となり森林環境教育を構築し、
全国のモデル事業となることを目指す。



上野地区町有林の整備



整備後の上野地区町有林



ゴミ捨て場となっていた



PlayParkとしてプレオープン 10月21日



里山サポートクラブもろやま 7月29日（土）



きらめ樹イベント 4月30日（日）



町の約７割を占める森を持つ越生町。木材価格、林業従事者の高齢化等さ
まざまな問題により、森は手入れがされず荒れた状態となっている。

近年地球規模の温暖化による災害が大きな問題となり、森の重要性に関心
が高まっている。国の施策として森林環境教育等の充実を掲げ、 ESD
（持続可能な開発のための教育）の取組が進められている。教育関係者等
と連携し、小中学校の「総合的な学習の時間」において身近な森林の活用
など、青少年等が森林・林業について体験・学習する機会の提供や、木の
良さやその利用の意義を学ぶ活動である「木育」を推進している。

山の整備を必要とする背景



間伐材を利用した丸太アートベンチ

きらめ樹のイベントで皮を
剥いた木を、山で乾燥させ
た後玉切りし、子ども達に
絵を描いてもらいベンチと
して利用する。越生町・毛
呂山町・ときがわ町・東秩
父村の３町１村で山並連携
ゼロカーボンシティ共同宣
言を行い。2050年二酸化
炭素実質排出量ゼロに向け
て啓蒙活動を行っている。



どんぐりの森づくりプロジェクト

日本全国にわたってナラ枯れの
被害が起きている。越生の山で
もナラの木には小さな穴が無数
に空き大量のフラスがみられる。
筑波大学附属坂戸高校の生徒と
地元のどんぐりを拾い、学校で
苗を育ててもらい、地元の山に
返す「どんぐりの森づくりプロ
ジェクト」を行なっている。



飯盛山、大高取山頂上伐採（観光協会、トレッキングクラブ）



飯盛山伐採 2023年1月



大高取山伐採（北側） 2023年5月



イベントの企画、運営



イベントの企画、運営、チラシ制作


